
教育研究上の多面的情報 
 
●教育条件について、教員一人当たり学生数、収容定員充足率、年齢別教員数、職階別教員数は教育研究上の基

礎的な情報、修学上の情報をご覧ください。 
 
●教育内容について、専任教員と非常勤教員の比率、学位授与数(または授与率)、就職先の情報も同様に教育研

究上の基礎的な情報、修学上の情報をご覧ください。 
 
●学生の状況（入学者推移、退学・除籍者数、中退率、留年者数、社会人学生数、留学生数及び海外派遣学生数）

については修学上の情報をご覧ください。 
 
●国際交流・社会貢献等の概要（海外協定相手校、社会貢献活動、大学間連携、産官学連携）について、次項以

降よりご覧ください。 
 
●社会貢献活動 
公開講座と公開講演会については、年度の前期・後期にそれぞれ多くの公開講座と、年に数回の公開講演会を実

施しています。 
公開講演会の過去の実績は以下の通りです。 
毎年、食に関する講演会を実施しております。下記は平成 29 年度～令和 5 年度の内容です。 
・平成 29 年 11 月 21 日（火）14 時～16 時「江戸川区特産小松菜を使った西洋料理講習会～東京会館の伝統フ

レンチをご家庭で～」 外山  勇雄氏（東京会館グランドシェフ） 森田  信夫氏（東京会館調理・青果部副

部長 如水会館総料理長） 
・平成 30 年 1 月 16 日（火）14 時 40 分～16 時 10 分「美味しさと香り～香りの不思議な世界～」 
 佐藤  広顕氏（東京農業大学 生物産業学部 食品香粧学科 教授） 
・平成 30 年 11 月 3 日（土）13 時 00 分～14 時 30 分「江戸川区特産小松菜の知識を深める講座～和食の歴史 
トピックス～」 松尾  鉄城氏（香川学園 女子栄養大学特任教授） 

・平成 31 年 1 月 19 日（土）13 時 00 分～14 時 30 分「糖質の種類と機能～もっと知りたい糖質の世界～」 
 藤田  考輝氏（塩水港製糖株式会社 常務執行役員 糖質研究所所長） 
・令和元年 6 月 8 日 (土) 13：00～15：00「食品安全性の正しい知識＆安全でおいしい高圧加工食品」 
 山本 和貴氏（国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構食品研究部門食品加工流通研究領域食品

品質評価制御ユニット長） 
・令和 2 年 1 月 18 日(土) 13：00～15：00「認知症予防と栄養」 
 山下満智子氏（Salon et Atelier, La Saison de Nishimuko 主宰） 
・令和 2 年 12 月 21 日（月）（月）10:35～12:15「「食」を楽しむ〜食環境をととのえる」 
 能勢美佐子 氏（名誉フードスペシャリスト） 
・令和 3 年 1 月 9 日（土）13：00～14：40「ジュニア・トップアスリートに対する栄養サポート」 
 木村 典代 氏（高崎健康福祉大学 健康福祉学部健康栄養学科 教授） 
・令和 3 年 10 月 2 日 13:00～14:30「SDGs における地産地消－食を用いた地域社会のブランディングー」 
 金丸 弘美氏（食環境ジャーナリスト・食総合プロデューサー） 
・令和 4 年 1 月 22 日（土）13：00〜14：30「咀嚼・嚥下困難な方への美味しい食事計画」 
 大越 ひろ氏（日本女子大学名誉教授） 
・令和 4 年 7 月 30 日（土）13：00〜14：30「循環型で持続可能な衣食住のためのサーキュラーバイオエコノミ



ー」 五十嵐 圭日子氏（東京大学大学院農学生命科学研究科教授） 
・令和 4 年 11 月 19 日（土）13：00〜14：30「熱帯性植物から抽出される食料資源ー魅力あるサゴ澱粉を中心

としてー」 平尾 和子氏（愛国学園短期大学学長・名誉フードスペシャリスト） 
・令和 5 年 10 月 21 日（土）13：00〜14：30「アフリカに渡った日本の豆腐 ―サブサハラアフリカの食と健

康―」 齋尾 恭子氏（愛国学園短期大学特任教授、名誉フードスペシャリスト） 
・令和 6 年 11 月 9 日（土）13：00～14：30「世界から見た日本料理」 柳原 尚之氏（懐石近茶流宗家 柳原

料理教室主宰、名誉フードスペシャリスト） 
・令和 7 年 11 月 8 日（土）14：00～15：30「健康モデル食日本型 Yakuzen の提唱」 三成由美先生（中村学

園大学 名誉教授、名誉フードスペシャリスト、 博士（栄養学） 管理栄養士、（有）ジーエヌサービス 社長） 
 
また、ボランティア活動については、ボランティアセンターを設置し、学生の学内外でのボランティア活動を

奨励しています。国際交流・社会貢献のページをご覧ください。 
 
●大学間連携 
現在、実施しておりません。 
 
●産官学連携 
産学官連携の概要については、産学官連携プロジェクトのページをご覧ください。 


